
©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
8

200 耳喉頭頸　90巻 2号　2018年 2月

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　（第 90巻　第 2号）
2018年 2月 20日発行（毎月 1回 20日発行）

定価：本体 2,700円＋税
2018年年間購読料（増刊号を含む 13冊，送料込）　　
冊子版/通常　39,660円 +税
冊子版/個人特別割引　36,480円 +税
電子版/個人特別割引　36,480円 +税
冊子＋電子版/個人特別割引　41,480円 +税

「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」ホームページ
http:／／www.igaku-shoin.co.jp／mag／jikotokei／

発　　行　株式会社　医学書院
　　　　　代　表　者　金原　優
〒　113‒8719　東京都文京区本郷 1‒28‒23
電話　本誌編集室直通（03）3817‒5710
　　　（担当　山内・安部）
　　　販売部直通　　（03）3817‒5659
ファクシミリ（03）3815‒7802（編集室）
E‒mail：jikotokei@igaku‒shoin.co.jp
振替口座　　00170‒9‒96693番
印　刷　所　　三報社印刷㈱　　　　電話（03）3637‒0005
広告申込所　（株）文京メディカル　電話（03）3817‒8036

・Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1‒28‒23 Hongo, Bunkyo‒ku, Tokyo Ⓒ 2018, Printed in Japan
・ 本誌に掲載された著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会社
医学書院が保有します。
・ 本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上
の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究
活動を含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また
私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
・　　　　＜出版者著作権管理機構　委託出版物＞
・ 本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は，そのつど事前に，出版者著作権
管理機構（電話 03‒3513‒6969，FAX 03‒3513‒6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
＊「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」は株式会社医学書院の登録商標です。

⎧
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎩

⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　晩冬の候，皆様いかがお過ごしでしょうか？　この時期，日はまだ短くて寒いし
風邪は流行るし雪も降るし，決して快適な季節ではありません。自分は学生時代に
スキー部に所属していたので，冬季はかなりの日数をスキー場で雪に囲まれて過ご
していました。長い合宿生活 &練習を経ていざ大会へ。成績はまったくふるいま
せんでしたが，それでも今となっては，汗も涙も鼻水も転倒したときの痛みも，す
べていい思い出です。そんな意味で，今でも夏よりも冬のほうが好きです。あと，
この時期は受験シーズンでもあります。受験生をお持ちのご家庭では，試験日の天
候が本当に気になります。どうか，天候が荒れることなく無事に春を迎えることが
できますよう，お祈りしております。
　今月号の特集は「耳鳴診療の New Trend」と「知っておきたい眼科疾患の知識」
の 2本立てです。耳鳴に関しては，病態から診断・検査，さらには保存療法・手術
療法まで最新の知見を広くカバーした内容で，明日からの診療に役立つこと間違い
なしです。また，境界領域である眼科疾患に関しては，われわれが普段診療してい
る耳鼻咽喉科疾患とかかわることが多い疾患をピックアップして，眼科エキスパー
トの先生方にご執筆いただきました。他科領域疾患の診断や治療を学ぶ機会は意外
と少ないと思います。お忙しい中ご寄稿下さった先生方に厚く御礼申し上げます。
自分もこの機会にしっかり拝読し，勉強させていただきます。その他，比較的珍し
い疾患の症例報告を加え，盛りだくさんの内容です。ご愛読いただければ幸いです。
　さて，今年もいよいよ花粉症本番です！　この「あとがき」を書いている時点で
は，花粉飛散予測は地域によって例年より多かったり少なかったりとそれぞれです
が，実際にはどうでしょうか？　たくさんの患者さんが来院され，ますますお忙し
く診療されていることと思います。時節柄，どうぞご自愛くださいませ。
 （鴻　信義）
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